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Ⅰ はじめに Ⅱ 資料の来歴

ここに紹介する銛頭は現在枝幸町の資料館施 新岡武彦は戦後，北陽工業株式会社を設立し

設「オホーツクミュージアムえさし」所蔵の資 昭和24年に同社の沓形出張所勤務として利尻町

料であるが（収蔵番号OME02-0067），元は新岡 に転居している．利尻赴任を期に「利礼郷土研

武彦氏のコレクションとして知られていた． 究会」を設立し，利尻・礼文両島の考古学調査

に着手した．

新岡武彦は明治44年（1911），忍路郡塩谷村 新岡の報文では「船泊大備遺跡第一地点」と
オシヨンナイ

（現在の小樽市）に生まれ，北海道帝国大学土 して，縄文時代中期から続縄文時代初頭までの

木専門部を卒業後，樺太庁土木課に技師として 遺物の出土が報告されているが，本報告で紹介

奉職した．在職中は留多加川流域や亜庭湾沿岸 する銛頭については言及されていない（新岡，1

を中心に遺跡調査を進め，その成果は現在のサ 954）．また，新岡の報告した「大備遺跡第一地

ハリンにおける考古学研究の基礎となっている． 点」は現在の神崎遺跡にあたるため，オション

太平洋戦争勃発は陸軍省に出向し陸軍建技大 ナイ遺跡からはやや離れている．

尉に任官，過酷な軍務のかたわら，赴任先の各 銛頭の正確な出土地点を特定することは難し

地で発掘調査を行っている．戦後は利尻町，稚 いが，ラベルには「大備砂丘遺跡」と記されて

内市を経て枝幸町に居を定め，地域の遺跡調査 おり，大備川河口付近をを中心とした礼文島北

に着手，宗谷地方の考古学研究と埋蔵文化財保 部の船泊湾の砂丘上に点在する遺跡群から出土

護の基礎を築いた．現在，枝幸地方で確認され したことは明らかである．

ている遺跡の多くは新岡が踏査し，記録したも

のである（枝幸町史編纂委員会，2010）． Ⅲ 船泊地区の遺跡群

オションナイ遺跡は，礼文町北部の船泊地区，

新岡武彦の収集した考古資料は，「新岡コレ 久種湖から船泊湾へと注ぐ大備川河口の左岸に

クション」として知られている．この中で戦前 位置している（図1.）．オションナイ遺跡は船

に樺太で採集したものは稚内市北方記念館に収 泊市街地にほど近い標高10ｍの海岸砂丘上に立

蔵されており，その資料の多くがすでに紹介さ 地しており，北海道教育委員会による一般分布

れている（新岡・宇田川，1992）． 調査では船泊下層式（縄文時代中期後葉），船

一方，戦後に宗谷地方を中心に採集した考古 泊上層式（同後期中葉）の遺物が出土している．

資料は，新岡が館長を務めた枝幸町郷土資料館 オションナイ遺跡については，名取武光が当

に一括して寄贈され，後にオホーツクミュージ 時の船泊郵便局付近を発掘して銛頭や針などの

アムえさしに移管された．資料は現在でも整理 骨製品を得ている（名取，1933）．また，対岸

作業が進められているが，これまでにごく一部 にあたる大備川右岸に立地するオションナイ2遺

が紹介されたのみにとどまっている（乾，2012）． 跡では，続縄文時代前半期の遺物包含層が確認

これらの資料は枝幸町や浜頓別町など南宗谷 され，墓壙が検出されている（藤沢，2001）．

地域が主体だが利尻・礼文，稚内のものも多い．

礼文島オションナイ砂丘遺跡採集の一銛頭
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船泊市街地の後背に位置する久種湖南岸の台

地上にはアイヌ文化期の沼の沢チャシがあり，

さらにチャシから連なる台地上には，時期不明

ながら竪穴式住居跡3基が確認され沼の沢遺跡と

して登録されている（北海道教育委員会，1982）．

船泊湾の東に位置する船泊市街地から湾内最

奥部の浜中地区にかけて海岸砂丘が発達してい

る．砂丘上には船泊遺跡や浜中1遺跡，同2遺跡

など多数の遺跡が立地しており，一帯は島内で

も遺跡が最も集中する地域となっている．船泊 写真1.船泊砂丘（新岡武彦，1952年5月撮影）

遺跡群の存在は早くから研究者に知られており，

前述の名取武光をはじめ，代田亀次郎（1890）， Ⅳ 資料紹介（図2．写真2．）

八幡一郎（1922，1925），北海道大学文学部（児 長さ6.0cm，幅1.6cm，厚さ0.85cmと小形の銛

玉・大場，1952）が調査を行っている． 頭である．海獣骨製．半開窩あるいは半閉窩式

とされる．胴部断面は凸レンズ状を呈する．ま

戦後に開発が進む昭和40年代以前の船泊砂丘 た端刃end blade用の端刃溝＝装着溝を有し，そ

は，地表面に多量の遺物が散乱する状態であっ の方向は綱孔＝索孔に対して90度となり，一般

たらしい．新岡が昭和27年5月に撮影した船泊砂 にy式端刃とされるものである．

丘の写真には，鯨骨や海獣骨と一緒に人間の頭 その形態をさらに詳細に見るなら，次のよう

蓋骨が写っている（写真1.）． な特徴を有する．

図1.礼文町と船泊地区の遺跡群の位置

礼文町船泊地区

船泊湾

■船泊地区の位置

H-08-2 オションナイ遺跡

H-08-6 沼の沢チャシ跡

H-08-14 沼の沢遺跡

H-08-43 オションナイ2遺跡

■礼文島の位置
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作されている．

③窩部が認められる面を上に置くと，窩部から

銛頭下方外縁にかけて傾斜面を呈する．

④端刃溝を有する先端部は尖り，山形を呈する．

次に文様を見ると，先端から綱孔部にかけて，

やや太めの刻線が両面ともに垂下している．ま

たそれに直交する形で鉄製工具によると推定さ

れる細く鋭い並行刻線・単刻線，それから垂下

する短刻線が認められる．

Ⅴ 考察

上記の特徴を有する資料は続縄文期のものと

して知られている．すなわちサリモヴァなど（サ

リモヴァ・竹内，2005:65)により「祝津タイプ」，

高橋(2008:150)が続縄文銛頭分類において「第5

種銛頭」，あるいは「幣舞タイプ」(高橋，2004

:21)とされたものである．すなわち礼文島船泊

第1遺跡(浜中)(図3-1)，室蘭市祝津貝塚(図3-2)，

さらに未製品であるが釧路市幣舞遺跡(図3-3)か

ら知られるものである．さらにその時期として

続縄文期でもその初頭にまで遡る可能性もあろ

う (高橋，2008:152)．

これら資料と当紹介資料との間には細部にお

いても類似性が指摘される．船泊第1遺跡・祝津

貝塚採集品に見られる側面の並行刻線は，当紹

介資料に見られる先端部から綱孔へ走る刻線に

対応するものであろう．また上記②・③は，幣

舞出土品にその特徴が認められ，さらに上記④

は3遺跡出土全品に確認されるといえる．

ところで上記サリモヴァ・高橋氏等の論考に

おいては，山浦が紹介したことのある礼文島採

集品（図3-4)もその一類とされている(注参照)．

山浦(1993:17)においてはその先端部分の特異性

から，北方的な，具体的にはオホーツク海北岸

域との関係を推測した．すなわちその先端部断

面が方形を呈し，その部分の刻線文に逆刺の

rudiment的な様相を推測したわけである．少な

くとも山浦(1993)の発表段階ではこうした特徴

を有する銛頭の報告は北海道島本島には存在し

①綱孔は中軸線からずれ，腹部側に穿孔されて なかった．しかしその後，えりも町油駒遺跡の

いる． 資料として，縄文晩期末から続縄文初頭とされ

②半開窩あるいは半閉窩式としたが，それは窩 る「開窩式銛頭」が報告された(佐藤，2000:72)．

開口部幅がその底部より狭くなっており，締 その殆どが破片であり，残念ながらその全体的

着紐のための溝・孔を必要としないように製 な形態は明らかではない．しかしそれらの内に

図2.オションナイ砂丘遺跡出土の銛頭（原寸大）

0 5㎝

写真2.オションナイ砂丘遺跡出土の銛頭

0 3㎝
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は図3-5に示したように，銛頭先端部とされる資 定が正しいとするなら，それを含めて同型式と

料が紹介され，断面形は方形，さらにそこにはy 理解することも可能であろう．ただ現段階では，

式端刃を有する可能性も指摘されるものが存在 前報告例を同類とするには，さらなる検討が必

する．またその細い並行刻線・付加刻線は今回 要であるとしておきたい．

報告資料と類似するとされよう．

結論としては，今回報告資料を「幣舞タイプ」 Ⅵ おわりに

あるいは「祝津タイプ」とすることに問題はな 「祝津・幣舞タイプ」と山浦前報告資料との

いが，果たして山浦前報告例図3-4も同類とする 関係とは別にして，多くの研究者の意見に屋上

ことが出来るか否か，という点である．ただ今 屋を重ねることとなるが，「祝津・幣舞」タイ

回報告例の特徴①綱孔穿孔位置は，前報告例と プの系統について触れておきたい．勿論，それ

も類似し，さらに油駒出土品についての上記推 は恵山文化における回転・茎孔式銛頭(前田，20

図3．関連銛頭

1 礼文町浜中1遺跡（浜中）（児玉・大場，1952：Fig.26）

2 室蘭市祝津貝塚（大場，1962：Fig.20）

3 釧路市幣舞遺跡（石川，1999：Fig.Ⅲ-19-22）

4 礼文町船泊湾岸（山浦，1994：Fig.5-28 山浦，2004：Fig.74-28）

5 えりも町油駒遺跡（佐藤，2000：Fig48-8）

枝幸研究4，2013



- 25 -

枝幸研究4，2013

02:79)との関係が最初に考慮されるべきである などの発掘調査(北構ほか，1984)を共にした金

(前田，1987:102;種市，2004:200;高橋，2008:1 澤文雄氏が，以前山浦に託していた写真からで

52)．また福井(2008:328)は縄文後期以降続縄文 ある．それは，氏は卒業論文作成のため，根室

における道東部での「偏尾」銛頭の存在を指摘 での発掘調査前後に枝幸町を訪ね，新岡武彦氏

されている．あるいはそうした銛頭の流れとの にお会いして撮影されたものであった．現在で

関係においても当タイプを注目する必要があろ は金澤氏の遺品ともなった写真であるが，2012

う．さらにオホーツク文化に知られる閉窩・y式 年4月以降，山浦退職後の身辺整理するなかで，

の端刃を有する前田分類C群(前田，1987:70;200 改めてその存在に注目することとなり，ここに

2:40)は、恵山期の上記銛頭，「祝津・幣舞タイ 高畠のサポートを得て報告することとなった次

プ」さらには山浦前報告例との関係で理解すべ 第である．また山浦の判断により，金澤撮影写

きである． 真は「オホーツクミュージアムえさし」へ寄贈

最後ではあるが，次のことを記しておく．つ された．

まり続縄文前半の段階における北海道島の様相

として，道南域と道北・道東域における地域性 本稿作成に際しては，石川朗(釧路市埋蔵文化

については多くの研究者が指摘するところであ 財センター)，小野寺聡(新ひだか町教育委員会)

る．それはそれとして理解されるが，銛頭の型 の両氏にお世話になった．記して感謝する．

式学的研究からすると，北海道島の全沿岸を繋

ぐ銛頭の系統をたどることも可能である．こう

した土器と銛頭それぞれの広がりについて，

「gender 考古学」的視点を考慮するなら，地域

間での交流問題について，さらなる追求が必要

となる．そこでは土器分析を基盤としての地域

性という問題と，銛頭から見える，それを超え

た形で広がる多様な文化・社会・経済的交流と

いう問題となるわけである．

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

注

山浦(1993)が図3-4を紹介する際，資料につい

て十分な説明をしなかった．その実測原図は前

田潮の作成によるものであった．氏によれば197

8年船泊滞在中，宿泊した旅館近くの住民の個人

的コレクションとのことであった．山浦はその

実測図コピーを頂き，それを使用させて頂いた

次第である．従って山浦自身はその実物を見て

いない．ただし採集地点は明瞭ではないが，船

泊湾岸遺跡群の採集品であるとすることに問題

はない．

後記

今回当銛頭を紹介するに至った経緯を記して

おきたい．筆者の一人である山浦がこの銛頭を

知ったのは，1981年，根室市トーサムポロ遺跡
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